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多
彩
な

多
彩
な

演
奏
演
奏

金沢でいしかわ伝統芸能音楽祭

♨

能登町で柳田大祭

オランダからの贈り物

「
し
ば
ら
く
見
な
い
間
に

成
長
し
た
」
。
今
夏
、
オ
ラ

ン
ダ
・
オ
ー
フ
ェ
ル
ロ
ー
ン

動
物
園
の
サ
ビ
ネ
園
長
が
い

し
か
わ
動
物
園
を
訪
れ
、
同

園
に
贈
っ
た
コ
ビ
ト
カ
バ
と

の
再
会
に
目
を
細
め
た
。

「
ノ
ゾ
ミ
」
の
愛
称
が
つ

い
た
コ
ビ
ト
カ
バ
は
も
う
す

ぐ
２
歳
。
日
本
一
長
生
き
し

た
カ
バ
「
デ
カ
」
の
後
継
と

し
て
、
４
月
に
石
川
へ
や
っ

て
き
た
。
サ
ビ
ネ
園
長
は
講

演
会
で
、再
会
は
も
と
よ
り
、

石
川
の
子
供
か
ら
か
わ
い
が

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
心
底
喜

ん
で
い
た
。

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
い
し
か
わ

動
物
園
に
届
い
た
の
は
、
珍

獣
だ
け
で
は
な
い
。
サ
ビ
ネ

園
長
の
呼
び
掛
け
で
夏
休
み

に
、
障
害
の
あ
る
子
と
家
族

を
閉
園
後
の
動
物
園
に
招
待

す
る
「
ド
リ
ー
ム
ナ
イ
ト
・

ア
ッ
ト
・
ザ
・
ズ
ー
」
が
初

開
催
さ
れ
た
。
こ
の
運
動
は

ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
動
物
園
が
発

祥
で
、
現
在
は

カ
国
２
５

０
の
動
物
園
に
広
が
る
。

動
物
園
に
は
希
少
種
の
保

存
と
い
う
大
切
な
任
務
が
あ

る
が
、
老
若
男
女
、
障
害
の

有
無
を
問
わ
ず
み
ん
な
を
笑

顔
に
す
る
役
目
も
あ
る
。
両

園
の
交
流
か
ら
、
そ
う
気
付

か
さ
れ
た
。
（
正
札
武
晴
）

乳がん 検診
参加者を募集

日
メ
ッ
セ
ー
ジ
ウ
オ
ー
ク
会
場
で
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か
な
ざ
わ
ピ
ン
ク
リ
ボ

ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委

員
会
は
、

日
に
実
施
す

る
「
受
け
よ
う
乳
が
ん
検

診

守
ろ
う
あ
な
た
の
未

来
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ウ
オ

ー
ク
２
０
１
２
（
本
社
、

県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
共

催
）
の
会
場
で
乳
が
ん
の

無
料
検
診
を
行
う
。

ウ
オ
ー
ク
の
発
着
点
と

な
る
金
沢
市
の
し
い
の
き

迎
賓
館
広
坂
緑
地
に
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
車
が

「
出
張
」
す
る
。

対
象
は

歳
以
上
の
女

性
１
０
０
人
。
予
約
が
必

要
で
、
希
望
者
は
北
國
新

聞
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
‖

‖

か
ら
申
し
込
む
か
、
往
復

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

記
入
し
、
〒
９
２
０
―
８

５
８
８
（
住
所
不
要
）
北

國
新
聞
社
営
業
局
ネ
ッ
ト

ビ
ジ
ネ
ス
部
内
「
乳
が
ん

検
診
係
」
あ
て
に
郵
送
す

れ
ば
よ
い
。

日
締
め
切

り
。

日
本
心
臓
病
学
会
学
術

集
会
の
市
民
公
開
講
座
は

日
、
県
立
音
楽
堂
コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、
約
３
０
０
人
が
糖
尿

病
な
ど
生
活
習
慣
病
か
ら

心
臓
を
守
る
方
法
を
学
ん

だ
。小

田
原
雅
人
東
京
医
科

大
内
科
学
第
３
講
座
主
任

教
授
ら
３
人
が
講
演
し

た
。
島
本
和
明
札
幌
医
科

大
学
長
は
高
血
圧
に
よ
り

冠
動
脈
の
機
能
障
害
が
起

き
、
心
筋
梗
塞
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
紹

介
。
減
塩
や
適
度
な
運
動

を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
、

高
血
圧
を
予
防
す
る
よ
う

呼
び
掛
け
た
。

心
臓
病
の
予
防
方
法
学
ぶ

県
立
音
楽
堂

学
会
が
市
民
講
座
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合格目指して

中３実力試し

会場で県総合模試

楽
し
く
環
境
保
護
を
紹
介

金
沢
駅
で
エ
フ
エ
ム
石
川

に
ぎ
わ
い
発
信

フ
ェ
ス
も
開
催

⊥⊥⊥⊥

⊥⊥⊥⊥

県
内
最
大
規
模
の
高
校

入
試
模
擬
試
験
「
県
総
合

模
試

北
國
新
聞
文
化
セ

ン
タ
ー
主
催
）
の
今
年
度

第
２
回
試
験
は

日
、
金

沢
市
の
北
國
新
聞
会
館
な

ど
県
内

会
場
で
行
わ

れ
、
来
春
の
志
望
校
合
格

を
目
指
す
中
学
３
年
生
２

７
３
８
人
が
実
力
を
試
し

た
。試

験
は
国
語
、
理
科
、

英
語
、
社
会
、
数
学
の
順

に
実
施
さ
れ
た
。
生
徒
は

記
述
問
題
を
多
く
取
り
入

れ
る
県
内
の
入
試
傾
向
に

合
わ
せ
た
模
試
に
挑
ん

だ
。
志
望
校
合
格
の
可
能

性
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を

記
し
た
成
績
表
は

日
に

発
送
さ
れ
る
。

次
回
は

月
４
日

次
回
は

月
４
日
で
、

受
験
料
は
１
回
４
８
０
０

円
。
３
回
か
ら
最
終
回
ま

で
の
連
続
受
験
は
１
万
８

千
円
と
な
る
。
問
い
合
わ

せ
は
北
國
新

聞
文
化
セ
ン

タ
ー
‖
０
７

６
（
２
６
０
）

３
４
３
７
‖

ま
で
。

模試に臨む中学３年生

‖北國新聞会館
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エ
フ
エ
ム
石
川
の
「
「
Ｈ

Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ

Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ

ｊ
ｐ
」（
本
社
特
別
協
賛
）

は

日
、
Ｊ
Ｒ
金
沢
駅
東

口
も
て
な
し
ド
ー
ム
地
下

広
場
で
２
日
間
の
日
程
で

始
ま
り
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
キ
ャ
ッ
プ
を
使
っ
た
作

品
作
り
や
環
境
保
護
活
動

の
紹
介
パ
ネ
ル
な
ど
多
彩

な
催
し
で
来
場
者
を
楽
し

ま
せ
た
。

エ
コ
ゾ
ー
ン
で
は
、
海

岸
愛
護
活
動
「
ク
リ
ー
ン

ビ
ー
チ
い
し
か
わ
」
の
紹

介
パ
ネ
ル
や
、
県
内
の
海

岸
に
漂
着
し
た
人
形
な
ど

が
展
示
さ
れ
た
。
来
場
者

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
約
８
千
個
を
並
べ
、
北

陸
新
幹
線
金
沢
開
業
に
合

わ
せ
て
導
入
す
る
新
型
車

両
を
描
い
た
‖
写
真
。

新
幹
線
金
沢
駅
周
辺
地

域
連
絡
会
の
「
に
ぎ
わ
い

発
信
フ
ェ
ス
タ
」
も
同
所

で
始
ま
り
、
新
型
車
両
の

紹
介
パ
ネ
ル
な
ど
が
展
示

さ
れ
た
。
「
カ
レ
ー
＆
ス

イ
ー
ツ
選
手
権
」
で
は
、

県
内
の

店
が

地
元
食
材
を
使

っ
た
カ
レ
ー
や

ジ
ェ
ラ
ー
ト
な

ど
で
腕
を
競
っ

た
。
ツ
エ
ー
ゲ

ン
金
沢
の
飛
弾

暁
選
手
ら
３
人

も
登
場
し
、
じ

ゃ
ん
け
ん
大
会

な
ど
で
来
場
者

と
交
流
を
深
め

た
。
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歩
い
て
た
く
ま
し
く

金
沢

歩
育

実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

「歩育」の効果などに

ついて語り合ったフォ

ーラム

‖金沢市文化ホール

ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ
ｂ

奥
の
細
道

一
行
県
入
り

俳
聖
に
思
い
は
せ

人
歩
く
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伸
び
や
か
な
歌
声

練
習
の
成
果
発
表

沢
田
玲
子
歌
謡
教
室

第

回
沢
田
玲
子
歌
謡

教
室
発
表
会
‖
写
真
‖
は

日
、
金
沢
市
の
県
文
教

会
館
で
開
か
れ
、

〜

歳
の
生
徒

人
が
伸
び
や

か
な
歌
声
を
披
露
し
、
練

習
の
成
果
を
発
表
し
た
。

県
歌
謡
文
化
協
会
の
乙

田
修
三
理
事
長
と
歌
手
小

宮
惠
子
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
辻
井
克
美
さ
ん
が
ゲ
ス

ト
出
演
し
、

台
に
華
を

添
え
た
。
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迫力ある演奏を繰り広げる出演者 ‖金沢市文化ホール

ラ
イ
ブ
な
ど
楽
し
む

金
沢
で

夢
ま
つ
り

こ
ど
も
夢
ま
つ
り
（
本

社
後
援
）
は

日
、
金
沢

市
の
金
沢
コ
ロ
ナ
ワ
ー
ル

ド
で
開
か
れ
、
来
場
者
が

地
元
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に

よ
る
ラ
イ
ブ
演
奏
な
ど
を

楽
し
ん
だ
。

飲
食
店
の
情
報
な
ど
を

提
供
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
サ
イ
ト
「
キ
テ
ミ
」

を
運
営
す
る
「
オ
ー
ル
ウ

ェ
イ
」
（
野
々
市
市
）
が

主
催
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
金
沢
吹
奏
楽
研
究
会
な

ど
が
出
演
し
、
息
の
合
っ

た
演
奏
を
披
露
し
た
‖
写

真
。
ド
ラ
え
も
ん
と
の
撮

影
会
も
開
か
れ
た
。

谷

田

村

松

前
川
さ
ん
優
勝

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル

日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア
全
国

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
金
沢
地

区
予
選
大
会
（
本
社
後
援
）

は

日
、
金
沢
市
の
県
勤

労
者
福
祉
文
化
会
館
で
開

か
れ
、
１
１
０
人
が
３
部

門
で
競
っ
た
。

〜

歳

の
第
３
部
は
谷
田
加
代
子

さ
ん
、

歳
以
上
の
第
４

部
は
村
松
昇
さ
ん
、短
歌
、

俳
句
の
第
５
部
は
前
川
は

つ
い
さ
ん
が
優
勝
し
た
。

谷
田
さ
ん
、
村
松
さ
ん
、

第
４
部
準
優
勝
の
東
野
勝

雄
さ
ん
の
３
人
は
、

月

２
日
に
東
京
の
中
野
サ
ン

プ
ラ
ザ
で
開
か
れ
る
決
選

大
会
に
出
場
す
る
。

▽
第
３
部

①
谷
田
②
谷
内
勝

則
③
園
井
久
雄
▽
第
４
部

①
村

松
②
東
野
③
井
口
博
文
▽
第
５
部

①
前
川
②
井
口
③
東
野

上位入賞の皆さん

古
道
の
活
用
法
探
る

金
沢
で
講
演
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
陸
歴
史

遺
産
研
究
機
構
（
小
矢
部

市
）
の
「
第
２
回
山
伏
修

験
古
道
の
歴
史
古
道
と
し

て
の
調
査
事
業
講
演
会
」

（
本
社
後
援
）
は

日
、

金
沢
市
の
し
い
の
き
迎
賓

館
で
開
か
れ
た
。
３
人
が

講
演
し
、
古
道
を
活
用
し

た
地
域
活
性
化
の
在
り
方

を
探
っ
た
。

石
川
高
専
電
子
情
報
工

学
科
の
越
野
亮
准
教
授
と

白
山
市
立
鶴
来
博
物
館
の

小
阪
大
学
芸
員
、
春
蘭
の

里
実
行
委
員
会
（
能
登
町
）

の
多
田
喜
一
郎
事
務
局
長

が
講
師
を
務
め
た
。

小
阪
学
芸
員
は
、
日
本

の
山
岳
や
巨
石
信
仰
の
歴

史
を
解
説
。
能
登
に
は
古

来
の
信
仰
が
今
も
残
っ
て

お
り
、
次
代
に
引
き
継
ぐ

こ
と
が
重
要
と
語
っ
た
。

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ

今
井

絵
里
子
さ
ん
ラ
イ
ブ

県
障
害
者
フ
ェ
ス

県
障
害
者
ふ
れ
あ
い
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は

日
、

金
沢
市
の
県
産
業
展
示
館

４
号
館
で
開
か
れ
、
電
動

車
い
す
サ
ッ
カ
ー
や
各
種

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
っ

た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
女
性

４
人
組
グ
ル
ー
プ
「
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
の
メ
ン
バ
ー
、

今
井
絵
理
子
さ
ん
の
ト
ー

ク
と
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
な
ど
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
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声援を受けながら曳山のそばを駆け抜ける選手 ‖珠洲市宝立町南黒丸

ツ
ー
ル
・
ド
・
の
と
４
０
０
の
出

場
者
は
、
秋
祭
り
で
華
や
か
な
曳
山

が
練
り
歩
く
街
な
か
や
海
岸
沿
い
を

駆
け
抜
け
た
。
亡
き
妻
と
の
日
々
を

い
と
お
し
み
な
が
ら
ペ
ダ
ル
を
踏
む

男
性
や
、
仲
間
と
励
ま
し
合
い
な
が

ら
銀
輪
を
連
ね
る
チ
ー
ム
が
、
ゴ
ー

ル
の
能
登
島
を
目
指
し
た
。

【
１
面
に
本
記
】

第
１
回
大
会
か
ら
連
続
出
場

を
続
け
る
川
端
明
さ
ん

‖

内
灘
町
鶴
ケ
丘
２
丁
目
‖
は
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
に
出
場

し
、
昨
年
８
月
に
亡
く
な
っ
た

妻
美
千
代
さ
ん
‖
享
年

‖

と
の
思
い
出
を
胸
に
能
登
路
を

進
ん
だ
。

能
登
の
自
然
や
人
情
に
魅
せ

ら
れ
、
川
端
さ
ん
は
出
場
を
重

ね
て
き
た
。
美
千
代
さ
ん
は
車

で
伴
走
し
な
が
ら
応
援
す
る
な

ど
、
夫
を
初
出
場
か
ら
支
え
て

き
た
。

美
千
代
さ
ん
は
６
年
前
に
大

腸
が
ん
を
患
い
、
入
退
院
を
繰

り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
毎
年
の
よ
う
に
、
治
療
の

合
間
を
縫
っ
て
大
会
に
足
を
運

び
、
夫
の
応
援
に
駆
け
付
け
て

い
た
。

病
状
が
安
定
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
「
完
治
す
る
と
信
じ

て
い
た
」
と
い
う
川
端
さ
ん
の

思
い
と
は
裏
腹
に
、昨
年
８
月
、

美
千
代
さ
ん
は
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。

今
年
も
連
続
出
場
記
録
を
更

新
し
た
川
端
さ
ん
は
「
２
人
で

思
い
出
を
重
ね
て
き
た
大
会
を

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
し
た
い
。

体
の
動
く
う
ち
は
出
場
を
続
け

る
」
と
話
し
た
。

亡
き
妻
と
の
思
い
出
を
胸
に
ペ
ダ
ル
を

踏
む
川
端
さ
ん

‖
穴
水
町
内

足
湯
で
疲
れ
を
癒
や
す
参
加
者

‖
七
尾
市
能
登
島
マ
リ
ン
パ
ー

ク
海
族
公
園

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪∩⊂⊂⊂⊂⊂⊂

○…ゴール地点の七尾市能登島マリン
パーク海族公園では、「ひょっこり温泉

島の湯」の湯を引いた足湯が用意され、
参加者は完走の喜びを分かち合いながら
疲れを取った。島の湯前の池に湯が張ら
れ、即席の「浴槽」として参加者の注目
を集めた。能登島の女性ボランティアグ
ループ「すみれ会」が千食分の豚汁を用
意して振る った。

能登島マリンパーク

第１回から連続出場 内灘の川端さん

∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪
∪

第
７
回
高
文
連
英
語
部
英
語
ス

ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
（

日
・
県

文
教
会
館
）

①
東
瑶

泉
丘

②
比
嘉
友
唯

同

③
小
倉
杏
奈

同

④
丸
山
菜

緒

北
陸
学
院

⑤
宮
北
麻
衣

小

松

▽
ラ
イ
オ
ン
ズ
賞

小
山
佳

那
恵

野
々
市
明
倫

三
島
佳
織

大
聖
寺

紙
悠
莉

二
水

歩
育
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
歩
育
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
い
し
か
わ
実
行
委
主

催
、
北
國
新
聞
社
な
ど
共

催
）
は

日
、
金
沢
市
文

化
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会

長
で
東
大
名
誉
教
授
の
宮

下
充
正
氏
が
基
調
講
演

し
、
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

歩
く
こ
と
で
肉
体
的
に
も

精
神
的
に
も
た
く
ま
し
い

子
に
育
つ
」
と
話
し
た
。

宮
下
氏
は
、
子
ど
も
を

運
動
に
導
く
環
境
が
ま
ず

必
要
で
あ
る
と
の
認
識
を

示
し
「
大
人
は
子
ど
も
に

運
動
す
る
こ
と
を
良
い
こ

と
と
信
じ
さ
せ
、
運
動
を

さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び

掛
け
た
。
体

を
動
か
す
こ

と
が
身
体
能

力
を
高
め
る

だ

け

で

な

く
、
免
疫
力

の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と

も

説

明

し

た
。続

い
て
、

金
沢
学
院
大
ス
ポ
ー
ツ
健

康
学
部
の
平
下
政
美
教
授

が
園
児
の
歩
育
に
関
す
る

調
査
研
究
の
中
間
報
告
に

つ
い
て
発
表
し
、
歩
数
の

多
い
子
ほ
ど
走
る
の
が
速

い
な
ど
の
デ
ー
タ
を
紹
介

し
た
。
パ
ネ
ル
討
論
も
行

わ
れ
た
。

谷
内
迪
子
歩
育
推
進
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
い
し
か
わ
実

行
委
員
長
、
北
実
同
副
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

俳聖をしのびながら歩く

参加者‖津幡町倶利伽羅
∪
∪
∪
∪
∩⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

江
戸
時
代
の
俳
人
松
尾

芭
蕉
ら
の
足
跡
を
た
ど
る

平
成
・
奥
の
細
道
ウ
オ
ー

ク

日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

協
会
な
ど
主
催
、
本
社
共

催

の
一
行
が

日

県
入

り
し
、
約
５
５
０
人
が
津

幡
町
の
真
言
宗
倶
利
迦
羅

不
動
寺
な
ど

に
立
ち
寄
っ

て
俳
聖
を
は
じ
め
と
す
る

先
人
に
思
い
を
は
せ
た
。

同
ウ
オ
ー
ク
は
２
０
０

３
（
平
成

）
年
に
東
京

を
出
発
し
、
毎
年
４
、
９
、

月
に
東
北
や
北
陸
な
ど

を
２
、
３
日
ず
つ
歩
き
、

来
年

月
ま
で
に
三
重
県

の
伊
勢
神
宮
ま
で
約
２
５

０
０
㌔
の
踏
破
を
目
指
し

て
い
る
。

こ
の
日
は
「
石
川
ス
テ

ー
ジ
」
と
銘
打
っ
て
小
矢

部
市
の
Ｊ
Ｒ
石
動
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ
津
幡
駅
ま
で
の
約

㌔
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は

旧
北
国
街
道
な
ど
を
西
に

進
み
、
倶
利
伽
羅
古
戦
場

な
ど
を
巡
り
な
が
ら
歩
を

進
め
た
。

日
に
は
津
幡

町
か
ら
金
沢
市
、

月
６

〜
８
日
に
は
同
市
か
ら
あ

わ
ら
市
の
コ
ー
ス
で
行
わ

れ
る
。

金
沢
市
音
楽
文
化
協
会

と
県
音
楽
文
化
協
会
の

「
い
し
か
わ
伝
統
芸
能
音

楽
祭
」
（
本
社
共
催
、
財

団
法
人
県
芸
術
文
化
協
会

な
ど
後
援
）
は

日
、
同

市
文
化
ホ
ー
ル
で
開
か

れ
、

団
体
約
４
０
０
人

が
洋
楽
や
邦
楽
、
合
唱
な

ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
日

ご
ろ
の
研
さ
ん
の
成
果
を

披
露
し
た
。

和
太
鼓
の
息
の
合
っ
た

演
奏
で
幕
を
開
け
、
箏
曲

や
ハ
ー
モ
ニ
カ
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
横
笛
な
ど
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
石
川
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ
ー
交
響
楽
団
が
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
「
交
響
曲
第
１

番

ハ
長
調
作
品

」
の

壮
大
な
調
べ
で
締
め
く
く

っ
た
。

最
高
齢

歳
小
西
さ
ん

今
大
会
最
高
齢
の
小
西
孝
一
さ

ん

‖
七
尾
市
御
祓
町
‖
は
、

同
市
の
チ
ー
ム
「
夢
遊
輪
」
の
一

員
と
し
て
、
慣
れ
親
し
ん
だ
地
元

を
力
走
し
た
。

週
１
、
２
回
の
練
習
を
こ
な
し

て
き
た
小
西
さ
ん
は
厳
し
い
暑
さ

と
坂
道
の
連
続
に
苦
戦
し
な
が
ら

も
、
仲
間
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら

完
走
を
果
た
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
コ
ー
ス
に
挑

み
、
最
終
日
も
出
場
す
る
小
西
さ

ん
は
「
完
走
で
き
た
の
は
仲
間
の

お
か
げ
。
明
日
も
み
ん
な
で
頑
張

り
た
い
」
と
晴
れ
や
か
な
表
情
を

見
せ
た
。
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キリコ
勇壮

能
登
町
柳
田
の
白
山
神
社

例
大
祭
「
柳
田
大
祭
」
は

日
、
同
地
区
で
行
わ
れ
、
大

小
４
基
の
キ
リ
コ
と
５
台
の

御
輿
５
台
が
笛
の
音
を
響
か

せ
な
が
ら
練
り
歩
き
、
秋
の

収
穫
を
神
に
感
謝
し
た
。
金

沢
星
稜
大
生

人
も
参
加
。

今
年
は
女
子
学
生
は
、
各
家

庭
で
親
戚
や
友
人
を
も
て
な

す
風
習
「
よ
ば
れ
」
を
手
伝

っ
た
。

白
山
神
社
の
境
内
は
夜
に

入
り
、
キ
リ
コ
が
集
結
。
本

殿
か
ら
御
輿
が
担
ぎ
出
さ
れ

る
と
、
一
行
は
勇
ま
し
い
掛

け
声
を
張
り
上
げ
、
ご
神
木

が
ま
つ
ら
れ
た
御
旅
所
に

向
か
っ
た
。
御
旅
所
で
は
男

衆
が
燃
え
盛
る
松
明
に
付
け

ら
れ
た
無
病
息
災
の
御
利
益

が
あ
る
と
さ
れ
る
御
幣
を
奪

い
合
っ
た
。

柳
田
大
祭
の
キ
リ
コ
は
、

男
性
し
か
組
み
立
て
た
り
担

い
だ
り
し
て
は
い
け
な
い
と

い
う
風
習
が
あ
る
た
め
、
女

子
学
生
は
「
よ
ば
れ
」
の
手

伝
い
と
し
て
地
区
住
民
の
家

庭
に
泊
ま
り
込
み
、
訪
問
客

に
酒
や
料
理
を
振
る

っ

た
。
男
子
学
生
は
キ
リ
コ
の

組
み
立
て
や
巡
行
を
手
伝
っ

た
。

勇ましくそびえたつキリコ

‖ 日午後９時 分、能登町柳田の白山神社

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

　 　第３種郵便物認可 第３種郵便物認可　 　第３種郵便物認可 第３種郵便物認可


